
苫小牧工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 工業火薬学
科目基礎情報
科目番号 116956 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 環境都市工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 「火薬学」　日本火薬工業会資料編集部 /「火薬類取締法令集」　抜粋要約を配布
担当教員 吉田 英治
到達目標
１．建設技術者として、火薬類に関する技術的知識を習得することを目的とする。
２．発破計画、発破作業の実務に従事しても活用できる知識、能力を習得することを目的とする。
３．火薬類が多方面の工業的分野に応用されていることを理解することを目的とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
建設技術者として、火薬類に関す
る技術的知識を習得することを目
的とする。

火薬類に関する技術的知識を説明
できる。

火薬類に関する基礎的な技術的知
識を説明できる。

火薬類に関する技術的知識を説明
できない。

評価項目2
発破計画、発破作業の実務に従事
しても活用できる知識、能力を説
明できる。

発破計画、発破作業の実務に従事
しても活用できる基礎的な知識、
能力を説明できる。

発破計画、発破作業の実務に従事
しても活用できる知識、能力を説
明できない。

評価項目3 火薬類が多方面の工業的分野に応
用されていることを説明できる。

火薬類が多方面の工業的分野に応
用されていることをおおむね説明
できる。

火薬類が多方面の工業的分野に応
用されていることを説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本講義は以下の項目について講義を行う。
１．爆発理論・火薬類・発破理論・実用発破・火薬類取締法の概要に関する知識の習得
２．火薬類取扱保安責任者資格取得の準備

授業の進め方・方法
１．教科書「火薬学」に基づいて講義を進める。
２．火薬類に関する、物理・化学における基礎知識（ボイル・シャルルの法則、熱量、電流・電圧・抵抗（オームの法
則）、化学反応式（爆発反応）、及び火薬・爆薬並びに その原料等の名称）の応用を理解する。
　３．演習問題で一層の理解を深める。

注意点
１．提出物は期限厳守とし、特別な理由がない限り期限外は受け取らないこととする。
２．小テスト（演習問題）は、中間、期末試験同様、独自での解答を求める。
３．シラバスを参考に予習復習を十分にし、自学自習に努めること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 火薬類の歴史 火薬類の基礎知識を習得する
2週 爆発反応及び学術的・法的並びに火薬類の分類 火薬類の基礎知識を習得する
3週 酸素バランス、発破の後ガス・火薬の力 火薬類の基礎知識を習得する
4週 混合火薬類の配合成分、性状・包装形状 火薬類の基礎知識を習得する

5週 火薬

火薬とは推進的効果を利用する火薬類である事を理解
する。但し、全てが推進的効果を利用するものではな
く、火薬の特徴である衝撃的威力の排除を要求する用
途に利用出来ることを習得する。その例が、黒色鉱山
火薬、等である。

6週 起爆薬及び爆薬
爆薬の製品の概要、組成、性質、性能を理解すること
により、爆薬が破壊的爆発の用途に供される事を習得
する。

7週 試験

8週 火工品（１）

火工品の製品概要、組成、性質、性能を理解すること
により（火工品は工業的使用（発破等）以外に自動車
のエアーバック、腎臓結石の破壊薬等広い用途に使用
されていることを理解することを含む）、火薬、爆薬
を利用して ある目的に適する様加工したものである事
を習得する。

2ndQ

9週 火工品（２）

火工品の製品概要、組成、性質、性能を理解すること
により（火工品は工業的使用（発破等）以外に自動車
のエアーバック、腎臓結石の破壊薬等広い用途に使用
されていることを理解することを含む）、火薬、爆薬
を利用して ある目的に適する様加工したものである事
を習得する。

10週 火薬類の性能試験 火薬類の感度及び静的効果、動的効果を、その試験方
法を理解することで習得する。

11週 発破理論 発破理論を理解することで、現地での発破設計、現地
での発破指導が出来ることを習得する。

12週 実用発破技術 発破理論を理解することで、現地での発破設計、現地
での発破指導が出来ることを習得する。

13週 発破と環境問題 発破理論を理解することで、現地での発破設計、現地
での発破指導が出来ることを習得する。

14週 火薬類取締法令概要 火薬類取締法の概要を理解し、火薬類を取り扱う場合
の法の尊守義務を習得する。

15週 産業火薬工場又は発破現場見学 産業火薬工場又は発破現場を見学することで、火薬類
に対する認識の向上を図る。

16週



評価割合
試験 小テスト 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 35 15 0 0 0 0 50
専門的能力 35 15 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


